
《シルバー人材センターの基本理念》
『自　主』 自分のものとして考え
『自　立』 自分たちの力で育てる
『共　働』 一緒になって働き
『共　助』 互いに助け合う
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【理　事】
　理事長　伊東　繁丸（入来）
　副理事長　久米　和秀（川内）　　　理　事　野下　　明（川内）　　　理　事    鹿子木幸二（川内）
　理　事　井上　義之（川内）　　　理　事　矢野喜久男（祁答院）　　理　事　内村　五月（川内）
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　常務理事　宍野　克己（事務局長）

【監　事】 
　監　事　廣森　正一 （川内）　　　監　事　戸島　　忍（川内）

班長表彰（5年以上）

長期会員表彰（10年以上）

　 ようやく春めいてきて、木々の芽も膨らみ始めましたが、皆様方にはますますご健勝のこととお慶び申し上げ
ます。これからも会員の皆様方と元気で就業できることを楽しみにしています。
   さて、新型コロナウイルスの発生から３年目に入りましたが、未だに収束の目途がたたないようです。センター
としてもあらゆる行事や就業等に影響があり、一刻も早い収束を願うばかりです。国は高齢者雇用安定により生
涯現役で活躍できる社会の構築を呼び掛けています。健康に働き続けられる期間を健康寿命といいます。家族に
とっても最高の幸せだと思います。最近、先祖が残した庭木の管理が高齢のために出来なくなったという依頼が
非常に多くなってきています。これからの要望の受け皿のため、センターは役に立ちますと呼び掛けていますの
で発注者のお声に応じましょう。高齢社会に突入した今、地域はシルバー人材センターを頼りにしてます。自分
のライフスタイルに合わせた時間を楽しく生きがいを持ちながら何歳になっても地域を守り支えるという意識を
もって皆さんと共にセンターの発展に努めましょう。シルバー事業は安全就業が第一です。また、交通安全にも
十分気を付け、自分の身は自分で守る事を心がけましょう。年相応に体力が衰えてきますので、仲間とコミュニ
ケーションを取りながら自分の体調に合わせて就業することが大事です。
　私事ではございますが理事長職を平成２７年１０月の途中で引き継ぎましたが今季限りで交代することにしま
した。これまで行政当局、関係機関そして会員の皆様方には本当にお世話になりこの場をお借りしまして感謝申
し上げます。まだまだ先は長いです。「備えあれば憂いなし」の気持ちで頑張ります。令和４年度総会は、新たな
体制でのスタートとなりますがこれまで同様によろしくお願い申し上げます。会員及び役職員・事務局が一致団
結してシルバー人材センターを盛り上げましょう。
　最後に皆様に幸多かれと願い、あいさつといたします。

令和 3年度　会員表彰　（敬称略・順不同）

役員の紹介
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常務理事
事務局長あいさつ

宍野　克己
　会員の皆様方には、かねてから当センターの事業運営に対しご理解とご協力を賜り心から感謝申し上げます。
　一昨年から続く新型コロナの影響は、変異株の出現など末だ出口が見出せない状況で事業運営にも少なからず
影響が生じております。こうした厳しい中ではありますが、役職員をはじめ会員一人一人のご尽力により、これ
までセンターは大きな支障もなく運営できることに対し大変ありがたく思っています。私事になりますが、セン
ターに着任して早５年、最後の年度になりました。この間、力不足なところもあり皆様方にはご迷惑をおかけい
たしました。ご容赦ください。考えてみますと、在任中４２９名の多くの方に入会していただき、その内３０７
名（全会員の５３．８％）が現在も会員として活躍されてます。
５年間で半分以上が入れ替わりセンターの雰囲気も以前とだいぶ
変わってきているように感じます。良い伝統は残しつつ、新たな
発想も取り入れ、今以上のセンターになれば幸いです。最後に、
会員の皆様方には安全適正就業に心がけて健康で楽しい人生を過
ごしていただくともに、センターが益々発展することを祈念して
最後のことばとします。

区分 入会者数 現会員数 現会員率
平成 29 年度 98 41 41.8%
平成 30 年度 81 69 85.2%
令和 1 年度 101 71 70.3%
令和 2 年度 86 64 74.4%
令和 3 年度 63 62 98.4%

計 429 307 71.6%

年度別会員数調べ（R4.1.14 現在）
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　今日は、お礼の気持ちを伝えたくてペンを取
りました。令和 3 年 4 月 16 日～ 4 月 17 日にか
けて、薩摩川内市五代町の墓地のカズラ伐採作
業や草取りをお願い致しましたところ。やっと
都合がつき 5 月 16 日に花を持ってお墓参りに
行きました。なんとまあきれいに見事に作業し
ていて下さり、さすがにシルバーさんのお仕事
と感動致しました。長年、年に一度ですが自分
たちで作業していたのですが、腰痛が酷く車の
運転が出来なくなり、昨年はコロナで墓掃除も
見送りましたので二年分のお仕事をお一人で作
業され大変だったと思います。ずっと気になり
ながら作業が出来ずじまいで、今回初めてシル
バーセンターにお願いしたところ、期待以上に
作業して頂き、心から感謝申し上げます。作業
して下さった会員さん本当にありがとうござい
ました。
これからもよろしく
お願い致します。
先ずはお礼まで。

長谷川　様より

　新田神社につきましては年４回、年末年始、
特殊神事の早馬祭（春分の日）、御田植祭（入梅
の前の日曜日）、例祭（9/15）の準備をご依頼し
ています。特に年末年始は毎年 12 月半ばから 1
月 7 日まで、年を跨いで長時間の作業となりま
す。本社の境内地や、９社ある境外社周辺の草
刈りや清掃はもとより、特殊神事の武射祭の櫓

（やぐら）造りや弓矢の奉製など、他所では行わ
れない作業も丁寧に遺漏なく行っていただいて
います。お陰をもちまして、今年も県内外から
の多くの参拝者に気持ちよく新しい年を迎えて
頂くための準備が整いました。厚くお礼申し上
げますとともに、貴シルバー人材センター様の
益々のご繁栄をご祈念申し上げます。

新田神社　濵田  様より

お客様からたくさんのお礼をいただいた中
での一部をご紹介させていただきます。
ありがとうございます。

お 客 様 の 声



松澤　チヅ子さん

薩摩川内市 Ｓilver人材センターＥvent

　　　私は平成 30 年 5 月にシルバ－人材センターへ入会しました。
　７０歳まではタクシーの運転手・配車係をしていました。今年 5 月で７４歳です。この
4 年間はシルバーと言うネーミングに違和感を感じていました。自分は若いんだ !! と思い
込んで、でも現実は隠せません。小学校 5 年生が一番上で孫が 4 人います。こんな私が
趣味を掲載されうれしく感じています。クラフト（手工芸品）で小物作りをして 20 種類
くらいいろんな物を作成します。老人施設のボランティア活動で教えたりしています。プ
レゼントにしてみなさんに喜んでもらえてます。私にスポーツ（グラウンドゴルフ・卓球・
バレー）のお誘いがあれば教えて下さい。次は手話の勉強に挑戦します。

入来町
に

来る !!
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毎月川内駅前の除草作業をしていますので駅前はいつも綺麗です。
12月になるとイルミネーションも楽しめます。

今年も少人数でのセンター会議室で総会でした。

ブロック別職員研修に
参加しました。

FMさつませんだい生放送に職員
2名出演しました。30 分のお話
もあっという間に終わりました。

事前に甑に渡り総会説明を致しま
した。

広報部委員長　矢野さんテレビ出演突
然の滝沢カレンちゃんからのインタ
ビューもペラペラとおしゃべり♥

鹿児島県シルバー人材セン
ター連合会から会員拡大優良
表彰状を頂きました。

4月

5月

7月 8月

特技コーナー
紹介

私 の 趣 味
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今後の見積もり制度の在り方に
ついて委員会を開催しました。

【広報委員会】今年も皆さんが楽
しめるように広報頑張ります！

剪定講習会が開催　15名の方が参加、技術を学んでセンターで
活躍されることと思います。

【女性会員活動委員会】皆さん
のアイデアがもりだくさん出て
いました。来年度の活躍が楽し
みです。

今年も市長への要望書を提出し
ました。

9月

11月

1月

現在
は

カラ
オケ

も

自粛
中で

す!
!

グラウン
ドゴルフ

・

カラオケ
同好会

からのご
案内

〇 �11 月 9日センターにて同好会の設立会議
をしました。カラオケ・グラウンドゴルフ
を通じて共通の友達をつくってみませんか、
初心者・高齢者大歓迎 !!

　（連絡は事務局まで、お待ちしております !）



私は、一昨年の 11 月にシルバー人材センターにお世話になり、1 年 2 ヶ月が過ぎました。もともと体を
動かす仕事には負担を気にしない方でしたので仕事自体は楽しくさせて頂いております。ほとんどの作

業が機械や道具を使用する仕事の為に、自分・仲間との連携が密に大事な所です。その日の体調は ?? 作業中
の調子は、毎朝行う点検朝礼の大切さ、今年度より班長をすることになりました。特に気配りには神経を使
います。農作業みたいに一人で作業するのとは全く異なった作業で気配りが常に必要です。朝のミーティン
グに於いても仕事内容・範囲、又休憩の取り方が十分に指示が出来るか、作業に対しても注意喚起を絶対に
怠らない習慣を身につけて作業に取り掛かりたいものです。全員の意思疎通を大事にし絶対に事故を起こさ
ない様に今後の作業に努めてまいります。

二年前にシルバ―の会員となり草払いの作業 をしております。作業現場の一つに神社の年末年始の草払
いからお正月の準備等の依頼があります。機械の道具は草刈り機・バリカン・チェンソ―・脚立等使い

ます。その日の作業現場の状態に合わせて作業靴・保護具も着用して今日も [ ケガをしない・ケガをさせない ]
の気持ちをもってチームワークを大事に安全作業を行っています。

私は現場にのぼり旗を立て自動車を道路に駐車するときは作業中の立て看板設置しお客様（発注者）には
あいさつをしてから作業現場に入ります。朝のミーティング時に必ず会員の健康状態を確認します。ヘ

ルメット・防護メガネ、草刈り機の点検、人のいる所ではエンジンを始動させない、危険な箇所にはピンクテー
プなどで印をします。窓ガラスや駐車中の車には飛散防止ネットを張るよう注意をしながら安全作業を心が
けてます。

安全適正就業委員　　委員長　野下　明 さん
　安全適正就業委員として毎月 10 日のシルバーの日に川内地区（祁答院・入来・樋脇・川内）の剪定・
草刈り・林道・公園などの安全パトロールをしています。会員さんが無理をせず安全に作業を行っ
てもらえるように声掛けをしています。パトロールのメンバーは理事長・事務局長・事務局担当
者と私の 4 人です。パトロールを始めた頃は、ヘルメット・安全ベルトをつけない会員さんや、
脚立の固定が不十分だったり作業中の看板・のぼり旗なども設置してなかったりして、安全就業

に足りてない部分もあったのですが、毎月パトロールをしているうちに会員さんが安全就業を意識して作業され
てる事に感じるようになり、また、会員さんから声をかけられたり、嬉しく思っています。ヘルメットや安全ベ
ルトは自分の身を守る大切な道具です . 夏の暑い日でも必ず着用しあごひもも、しっかりつけて作業して下さい。
最後になりますが、会員の皆様方が安全な作業をされ、明るい健康な毎日を過ごして頂ければ幸いです。

刈払い班　4 班　上野　昭博 さん

刈払い班　2 班　中尾　実  さん

刈払い班　 1 班　班長　中村　哲志 さん
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安全パトロールで地域を巡回して 

安全対策について会員さんの声

毎月10日は安全パトロール
の日

safety patorol
東郷地域 樋脇地域

川内地域
入来地域

上甑地域

里地域

祁答院地域



地域貢献への取り組み

作 業 前

作 業 後

シルバーだより せんでがわ  第19号 7

公益法人として地域社会への貢献とシルバー事業の普及啓発を兼ねた活動のため、それぞれ
の地域でボランティア活動を実施し、地域社会に喜ばれ信頼されるセンターを目指してます。

上甑地域　10月 15日
特別養護老人ホームこしき園

下甑・鹿島地域　10 月 15.16 日
高齢者生活センター・鹿島診療所

入来地域　1月 18日
入来町副田付近

東郷地域　2 月 9 日
東郷幼稚園 祁答院地域　1月 12日

祁答院幼稚園

甑・里地域　10月 15日
生活支援ハウスもやーど里

お礼に
東郷幼稚園の園児か

ら

シルバー会員さんへ

感謝の作品を頂きま
した。



原稿・作品等募集
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野
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男
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員　

内
村　

五
月

委　

員　

久
米　

和
秀

会員数
3月末現在

男性会員 362名

女性会員 209名

合　　計 571名

身近におきた出来事・話題があり
ましたら、是非センターまで原稿
をお寄せ下さい。

公益社団法人 薩摩川内市シルバー人材センター
 〒895-0007　薩摩川内市百次町1090番地1

TEL 0996-20-5819　FAX 0996-20-6064

〒895-1401　薩摩川内市入来町副田6029番地1
TEL 0996-44-3780　FAX 0996-44-3770

□東支所 ( 入来・祁答院町 )
〒896-1201　 薩摩川内市上甑町中甑481番地1

TEL・FAX 09969-2-1185

□甑支所
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会員を募集しています!
豊富な

知識や経
験を

生かして

みません
か

※詳しくは、近くの下記本・支所にお気軽にお問い合わせください。

《会員登録を希望される方》
60 歳以上の健康で働く意欲のある方ならどなたでも会員になれます。

入会登録手続きは

会員就業に当たって

●センターで入会説明を受け、納得いただいて、入会申込をしていただきます。
　その際に会費 1500 円が必要です。

●�「自主・自立、共同・共助」の理念のもとに自分の体力・能力・希望に応じて働
くことができます。
●�シルバー人材センターから請負・委任又は派遣の仕事の依頼をします。
●�働いた仕事に応じて「配分金」を支払います。

会員を募集しています!


